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2Wa-6　　　　　　　　　　　　　　　熱放射を考慮した温熱環境評価

　　　　　その１　実測からみた窓開放・空調による室内空気温度の上昇抑制効果

　　　　　　　　　　大阪市立大学生活科学部　　○鄭　華美　永村一雄　中根芳一

　【目的】住宅における吹抜のような天井の高い空間が多くみられた。この空間は、一般の生活

空間であり、快適環境を創り出すために意図されたものであるだけに、温熱環境の把握は重要

なものとなる。本研究では、夏期において、天窓を開放した場合と空調をした場合による室内

空気温度の上昇抑制効果について基礎的な実験を行い、その実測からみた窓開放・空調による

効果を報告する。

　【方法】本実験は、天窓（有効開口面積0. 8mxl. 28in=l.02m）、側窓（0.85nixl.22ni＝1.04ni）を

設けた三階建て実験住宅の階段ホールを、住宅用吹抜空間に改装して行った。測定項目につい

ては、外界の日射量、外気温湿度と、吹抜空間各部の温度、気流、湿度などを測定する。なお、

本実験では吹抜空間内での人体が受ける熱的影響をみることとし、３階床面上1.2ni高さでの面

積加重平均による平均放射温度（ＭＲＴ）の計算結果を用いて、検討を行うことにする。

　【結果】本実験の範囲内で、MRTからみた室内空気温の低減効果を調べたところ、以下のこ

とが判った。①ほぼ同一の熱環境において、天窓の開放面積による効果を調べたところ、「天

窓全開」時のMRTの低下幅と「天窓1/5開」時のそれとは、後者の開口面積が前者のそれの

1/5であるにもかかわらず、その差は約0.8°Cしかなかった。②側窓の開閉の効果をみたところ、

　「天窓十側窓（高さの差は2. 53in）全開」のMRTの低下幅が、「天窓全開」のそれより、約

1.4°C大きかった。③空調による効果では、ほぼ同一の外界条件下で、空調風量680m3/h時のＭ

ＲＴは空調風量450㎡/h時のそれに比べ、約1.2°Cだけ低下した。

2Wa－7 　　　　　室内の温熱環境からみた地域特性

大阪市大生科　○柳良子　永村一雄　　大阪市大工　　三木信博

　(目的)よりよい室内環境を実現するために、また省エネルギーをめざして空調熱負荷計算

など室内環境予測のための研究は絶え間なく行われている。しかし計画や設備設計に直接携

わらないような生活者の立場からすれば、理解が容易な指標が欲しいところであり、またそ

れを視覚的に捉えることができればなお都合よいと思われる。本報では生活者の視座から室

内温熱環境を明らかにすべく、至適環境実現のための諸分布を求めてみる。

　(方法)日本各地域3 2の標準気象データ平均年と単室定常モデルとを用いて、外気温、日

射量、雲量、湿度が室内に与える影響を、夏期(6, 7,8,9月)、冬期(1,2,3,12月)、年間の期間

別平均によって求め、外気温、室温、ＳＥＴ＊、至適環境実現のための負荷量、着衣量の諸

分布図を作成し、地域特性の検討を行う。

　(結果)室温は外気温と比べると、夏期は東北、冬期は四国、北九州あたりを境に、年間で

は中部、東北地域だけが温度の上昇度が異なる。また、ＳＥＴ＊は室温と比べると、夏期、

高緯度地域では1 °c程高いだけであるが、低緯度になるほど差が開き、最高4°Cの上昇と

なっている。冬期は逆に高緯度になるほど差が開き、低緯度で約4°C、高緯度で約8°Cの上

昇である。年間ではどの地域も5°C前後の上昇である。
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